
「⼤学の授業」と「ボランティ
ア実践」をつなぎ、他者を理解
する⼒、問題発⾒・解決⼒、コ
ミュニケーション⼒などを育む
プログラムが 2016 年度からス
タートしました。

（⇒詳しくは P5）

ボランティアセンターで活動す
る学⽣だけでなく、サークルや
体育会の学⽣たちから声があが
り、学内外での募⾦活動に取り
組みました。
教職員の熊本訪問（5 ⽉、6 ⽉）、
学⽣・教職員の熊本訪問（9 ⽉）
は、熊本学園⼤学のボランティ
アセンター⽴ち上げ⽀援、障が
いのある⽅々が製造するクッ
キーの本学での販売などさまざ
まな⽀援活動につながりまし
た。

（⇒詳しくは P11）
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特集１
明治学院大学 教育連携・ボランティア・
サティフィケイト・プログラム

特集２

平成 28年熊本地震復興支援活動



特集３

海外スタディツアー

1 Day for Others

2013 年からこれまで 5 回にわた
り開催されている海外スタディ
ツアー。
2016 年度は海外プログラム事
業部の学⽣メンバーが企画から
携わり、タイ王国へのスタディ
ツアーを実施。2 か⽉前から事
前学習を積み重ね、学習テーマ
である「ジェンダー平等の実現」

「持続可能な都市 / 地域の実現」
について現地で学びました。ま
た、本学協定校であるタマサー
ト⼤学を訪問、ディスカッショ
ンなどで交流し、帰国後には学
びの成果を振り返り会で報告、
写真パネル展も開催しました。

（⇒詳しくは P17）

明学⽣なら「誰でも」「いくつ
でも」参加できる 1 ⽇社会貢
献プログラム。キャンパスを
⾶び出し、地域コミュニティや
NPO・NGO、企業などでボラ
ンティアやインターンを体験。
社会へ⼀歩踏み出すことで、⾃
ら⾏動し、⾃ら学ぶきっかけに
なっています。

（⇒詳しくは P28）



「Do for Smile ＠東日本」プロジェクト

東⽇本⼤震災発⽣直後に⽴ち上げた
復興⽀援活動。
岩⼿県⼤槌町とは「復興⽀援活動を
通じた協働連携協定」を締結、⼦ど
もの遊び場作りや学習⽀援、「吉⾥吉
⾥カルタ」を通じた地域⽂化の継承
活動を続けています。岩⼿県陸前⾼
⽥市では、震災の⾵化防⽌、防災意
識の啓発、地域の魅⼒発信をテーマ
に、新たな企画が始まろうとしてい
ます。       （⇒詳しくは P32）

明学レッドクロス

2013 年の結成から 4 年を迎え、⾚
⼗字ユース委員会としての活動や

『RCV』編集など、⾚⼗字のネッ
トワークを⽣かした活動に取り組
みながら、学内移動献⾎会での呼
びかけ、熊本地震の募⾦活動など
明学レッドクロス独⾃の活動にも
⼒を⼊れました。救急法の講習受
講や⾎液センター⾒学など⾃ら学
ぶことも⼤切にしています。

（⇒詳しくは P48）

地域活動

⽩⾦・横浜両キャンパスの近隣地域で
活動。地域の活性化を⽬指し、お祭り
や運動会でのお⼿伝い、⼦育て⽀援施
設での活動などに取り組んでいます。
2015 年度から継続して関わってきた

「原宿ふれあいフリーマーケット」や
「とつか宿場まつり」では 1 Day for 
Others のプログラムに組み込むこと
で、⼀般学⽣も巻き込み、イベントを
盛り上げました。

 （⇒詳しくは P55）



海外プログラム事業部

「Think globally, step forward 〜
世界を変える企画を作ろう〜」を
キャッチコピーに、国際的な問題を
考え、⾃分たちでゼロから企画を
作っています。
世界で差別され⾃由な⽣活ができな
い⼥性たちへの⽀援プロジェクト

「国際ガールズ ･ デー」企画では書
き損じはがきを回収し、換⾦するこ
とで 45 万円以上を寄付することが
できました。   （⇒詳しくは P65）

MGパール

ボルネオ島の森林保全・動物保護
活動を⽬的とし、現地産の淡⽔
パールでアクセサリーを⼿作り、
⽣協やイベント等で販売し、売上
⾦の寄付をおこなっています。
また、熱帯⾬林保護に取り組む
国際機関や NPO 等を訪問し、学
んだことを販売時に説明するこ
とで、啓蒙活動にも熱⼼に取り
組みました。

（⇒詳しくは P71）

SHIP

社会とつながったり、何かにチャ
レンジしたりする明学⽣を増や
すことを⽬的として活動。
いろいろな分野で活躍する在学
⽣を紹介したり、社会の第⼀線
で活躍するゲストを招いたイベ
ントを企画・開催しています。

（⇒詳しくは P73）


